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1.は じめに

平成20年9月 か ら平成21年8月 までの1

年間、在外研究の機会をいただ き、アメリカ

のス タンフォー ド大学 に留学 した。今回、留

学先の図書館の紹介 について原稿依頼を受け

たが、実のところ、私は留学中、ほんの数え

る程度 しか図書館 を利用 していない。勿論、

本学にいるときは、特に講義の準備 をする際

に、図書館の資料が欠かせないのはいうまで

もなく、常 日頃お世話になっている。 しか し

留学中は研究三昧である。図書館 をあまり利

用 しなかったのはもったいないと思われるか

もしれないが、私は1年 間 という限られた留

学期間を、少 しで も長 く研究室のメンバーと
一緒 に過 ごす時間に充てたかった。加えて、

私の場合、研究に関する参考資料のほとんど

が電子 ジャーナルに掲載 されている論文であ

る。後述するがス タンフォー ド大学で利用可

能な電子ジャーナル数は膨大であるため、調

べたい論文 のすべて を図書館 に行かず とも

WEBで 全文閲覧することがで きたのである。

この ような私がタイ トルにあるような内容 を

語るのは気がひけるが、数少ないながらも訪

問 したスタンフォー ド大学図書館や資料館の

情報 と、そこで私が感 じたことの一端を記載

させていただ く。

2.大 規模な大学図書館

ス タンフォー ド大学はカルフォルニア州サ

ンフランシスコから約60km南 に位置するパ ロ

アル ト市にある。大学は広大 な敷地面積(約

33k㎡、ただ し市外 にある付属研究所 を除 く)

を有 してお り、自転車か無料の学内循環バス

に乗って移動 しない と大変なことになる。特

に夏場はカルフォルニア独特の強烈な日光が

降り注 ぐので、気温が高 くな くとも歩いてい

ると干上がって しまいそうになる。これほど

までに広い学内において、図書館はありがた

いことに至る所に点在 している。図1は 学内

の主要な建物の配置図を示 している。図中の

番号で示 された建物が図書館であり、合計22

ある。これらの図書館の うち、私が足を運ん

だことがあるものは、留学先のラボがあった

生物学部 にある分館、セ ミナー聴講やランチ

のためによく出向いた医学部にある分館、本

館 とも呼べ るレベルの大 きな2つ の図書館

(MeyerLibraryとGreenLibrary)の 計4館

である。その他の図書館 も、各学部 に付属 し

た分館や、資料館 として機能 しているもので

ある。各学部に付属 した分館 には、それぞれ

の分野に特化 した書籍 などの資料が保管 され

てお り、当然、利用者 も学内の研究者や大学

院生に限られてくる。

LIBRARIES謙 辮d

難灘講

'・弾 尋.

撃昔1藁・鞠 敷'

リマ 　ニ 　　 ぶ ゆ

、∫ アll饗 轟 。

ヂ 忌 嘗鑓 ト唱塩
しげ 　 ロ マ し コ

　 コ が 　L漏 ㌧連壷 一

欝難難機

♪海欝蘇

唱へ　幽績 鷹1鱗 幹
・ ≧ 鰭 艀甑

・'`喧`'

.

'
、・・ 臥 賄 ・ 帆 ㌔

∫ ぜ幽'懸

図1.学 内地図(番号表示されたところが図書館)
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一 方 、MeyerLibraryとGreenLibraryは

大 規模 な図書館 で、一般公 開 されてい るため、

大学 関係者 のみ な らず多 くの市 民が 主 に館 内

の書物 の 閲覧 に利 用 してい る。 このため かセ

キ ュ リテ ィ ー も高 い。利 用者 は全 員、IDを

MeyerLibraryで 発 行 して もらい、す べ ての

図書館 の入 退館 には このIDが 必 要 とな るが 、

た とえ ば入館 時 にはバ ックな どは預 け なれば

な らない。 また、大 きい 図書館 は それ だけ蔵

書が多 い ので あろ うが 、広す ぎて館 内で迷 子

にな りそ うになった こ と もあ る。 この よ うに

少 々不 便 に感 じる こ ともあるが、 その不便 さ

を補 うほ どの利点 は多 い。以下、 主 にMeyer

Libraryの 情 報(2009年 現在)を 記 す。

・マ イク ロフ ィル ム化 資料:600万 冊(Green

Libraryの み)

・電子ジ ャーナル:1500誌

・館 内説明ツアー:135回/年
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・開館時 間:書 庫8am -1am(閲 覧 室、勉強スペー

ス、デ ィス カ ッシ ョンルーム、PC室 は毎 日

24時 間開館)

・蔵書数(印 刷 された もの):850万 冊

・電子書籍:150万 冊

・定期刊行物:75
,000種 類

・オーデ ィオ資料:約150万 冊
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これでもかとい うほどの資料の数々である。

定期刊行物のなかには日本の新聞や雑誌 など

もあるため、 日本語の活字が恋 しくなった と

きは便利であろう。

資料数の多 さに加 えて、特記 してお きたい

のはやは り開館時間である。館内には閲覧室

を始め、勉強スペース、会議室、PCル ームな

ど、 自由に使える広いスペースが確保 されて

いた(図4)。 これらのスペースが年中24時 間

使えるのは、利用者にとってうれしい ことで

ある。このサービスは海外の他の大学でも同

様にみ られるようである。そんなに遅 くまで

開館 していて、本当に利用者がいるのだろう

か と半信半疑で一度だけ夜中に確かめに行っ

たことがある。定期試験 の期間中ではなかっ

たが、多 くの学生が自分のPCを 片手にレポー

トのような ものを真剣 に作成 していた。のち
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図4.館 内のフリースペース
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に研究室の学部生 に聞いたところ、大学では

授業時間外に作成せねばならない レポー トが

非常に多いこと、スタンフォー ドではほとん

どの学部生が学内にある寮で共 同生活をして

お り、集中して勉強するには図書館が良いこ

となどを教えてくれた。図書館の利用者が夜

中でも(む しろ昼問よりも)多 い理由が分かっ

たの と同時に、深夜 に図書館で勉 強する学生

な どいるのだろうかと一瞬で も疑った自分 を

恥 じた。

この他、学内使用に限りPCソ フトの無料使

用が可能なサービス もあった。このサービス

も図書館のAcademicComputingGroupな る

部門が担当 している。統計や画像解析 ソフ ト

など、比較的高価なソフトが無料で自分のPC

にダウンロー ドでき、大学が発行 しているシ

リアルを入力すれば学内で自由に使用で きた

のはとてもあ りがたかった。

3.資 料館

大学関係者が多 く利用する図書館 に加えて、

学内には資料館 もい くつかある(学 内にはな

ん と美術館 まであるが、図書館 とは独立 して

いるため、ここでご紹介するのは控える)。た

とえば、第31代 アメリカ合衆国大統領である

HerbertC.Hoover氏(1895年 ス タンフォー

ド大学卒)が 在学 していた当時のアメリカの

歴史 を紹介 してある資料館や、スタンフォー

ド大学の創立者であ り大陸横断鉄道の創立者

でもあるLelandStanford氏 に関する貴重な資

料が展示されている資料館は、新入生のみな

らず観光者に も必ずといっていいほど紹介 さ

れる人気スポ ットである。特にスタンフォー

ド大学の歴史が展示 されている資料館では、

アメリカの西部開拓時代の晩年 と重なる大学

設立当時(1891年)の 文化や、スタンフォー

ド氏の大学設立に至った背景や強い意志を感

じた。機会がある方は是非訪問 していただき

たい。

この他にも大小 さまざまな資料館が学内に

点在 している。コンピュータ ・サイエンスに

関する資料館 もその一つ で、そ こで はス タ

ンフ ォー ド大学 の 出身者 が創 設 したYahoo、

Google、SUNMicrosystems、Hewlett-Packard

な ど のIT企 業 が軒 を連 ねて い るシ リコ ンバ

レー(大 学 の近所 にあ る)の 歴史 を知 る こ と

が で きる。 この よ うな 資料館 に足 を運 ぶ と、

資料 そ の ものの興味 深 さは勿論、 地域 に貢献

している大学 の姿 を垣 間み た気が した。

4.お わ りに

この原稿 は帰国 してから2年 経過 した後に

作成 したものである。図書館の情報は2009年

の留学当時の情報であるため、若干古い情報

になっているや もしれない。 しか し、本原稿

の作成にあたっては、留学当時のことを鮮明

に思い出しが ら書 くことがで きた。そういう

意味で も今 回の原稿依頼はとて も良い機会に

なった。 ここにお礼申 し上げる。そ して何よ

りも、長期在外研究 という素晴 らしい機会を

与えて下 さった本学 に、あらためて感謝申し

上げる。
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